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審査要旨
表題の「軍礼」とは、中国の伝統的な儀礼制度である「五礼（吉礼・賓礼・軍礼・嘉礼・凶礼）」の一範疇を構
成する軍事関連の儀式群をいう。本論文は、中国の唐・宋両王朝の儀礼書に儀式次第が規定される王朝儀礼
のうち、その軍礼に注目し、その儀式構造を分析し比較することによって、唐・宋両王朝の政治体制のあり方を
明らかにしようとした研究である。
中国の歴代諸王朝は「礼」と「法」を二大支柱として運営されたといわれるが、このうち「法」の研究は律令研
究に代表されるようにこれまで大きな成果をあげてきた。それに対して「礼」の研究は、近年ようやく途に就いた
状況であり、とりわけ軍礼の分析は大きく立ち遅れているといっても決して過言ではない。本論文は、その軍礼
を正面から取り上げた点が斬新である。軍事儀式は、その国家のあり方が強く反映されるものだからである。
唐・宋時代を分析対象としたのは、『周礼』などの古典を除けばこの時代の儀礼書が最も古い史料だからであ
り、同時に当該時代が「唐宋変革」といわれるように中国史の大きな画期とされるからである。
各章の概要は次のとおりである。
第１章では、『大唐開元礼』軍礼の合計 23 儀式、北宋『太常因革礼』の 7儀式、『政和五礼新儀』の 10 儀式
を比較検討し、唐代の軍礼は昊天・皇室祖霊・社稷を祀るいわば「対神儀礼」が中心となって構成されるが、北
宋の軍礼ではそうした傾向は薄れ、むしろ「対人儀礼」が中心となることを指摘する。ここにこそ唐宋軍礼の最も
大きな差異が見出せるとし、これを踏まえて次章以降でいくつかの軍事儀礼を取り上げ、その具体的な執行の
事例を分析することによって、唐的な軍礼から宋的な軍礼への変容過程を跡づける。
第２章では、軍隊校閲儀式である「講武礼」を取り上げる。この儀礼の原型は周礼にあり、唐前半期までの講
武礼は外敵威嚇などの伝統的機能が認められるが、唐後半期になると皇帝と禁軍との君臣関係を再確認する
機能が中心を占め、それが北宋に受け継がれてやがて儀式としては認識されなくなったとする。
第３章では、軍事訓練的性格をもつ「田狩礼」を取り上げる。唐代田狩礼の源は周礼を踏襲した北周にある
が、隋代には大幅に縮小され、唐ではさらに軍事訓練の機能が衰えて打球などの遊戯と同等となるまでに没
落した。北宋では一時、軍事訓練的機能が復活し、北宋末期の『政和五礼新儀』では大規模な儀式群として
制定されるが、これは周礼への復帰が意識されたためであるとする。
第４章では、「射礼」を取り上げる。唐代の国家儀礼としての射礼は大射礼であったが、それは軍事的性格よ
りも新皇帝即位などの際に行う象徴的な意味が強く、やがて廃止された。宋代の射礼は宴射礼が中心となり、
外交や君臣関係の確認などに利用され、そのために長く存続したという。
第５章、第６章は「献俘礼」についての考察。第５章は唐礼の献俘礼を取り上げ、それが太社（社稷）と太廟
（祖霊）に対して俘虜を献上する儀式であることを確認する。
第６章では、唐宋期の実際の献俘礼を分析し、唐後半期からは皇帝に対して俘虜を献上するやり方が多く
なり、宋代の献俘礼はほとんどがその方法で行われたとする。
以上のように、第２章以降は具体的な軍礼儀式の実行例とその変容を追究するが、これらはいずれも第１章
で述べる、唐代の対神儀礼中心の軍礼から宋代の対人儀礼中心の軍礼への変容過程と表裏一体化した現象
である。唐代前半期の対神儀礼は北宋の儀礼書ではほぼ全てが削除されるが、それに代わってどのような儀
式がどのように変容して宋代の軍礼に結実するかという、その過程を追いかけた研究なのである。ここに、「唐
宋変革」の一つの具体例が認められるといえよう。
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これまで、わが国で唐代の軍礼を専論した研究者は、丸橋充拓氏（島根大学）一人であった。そして丸橋氏
の軍礼のとらえ方は、「有事の軍礼」と「平時の軍礼」に分類する方法であった。それに対して、論文提出者は
「対神儀礼」と「対人儀礼」に分類するとらえ方を示した。これは極めて斬新な指摘といってよい。なぜなら、「有
事の軍礼」と「平時の軍礼」とに分類する平面的な理解よりは、より儀礼の本質をつかんでいるからである。唐代
前半期の軍礼は、軍事行動の正当性を昊天・皇室祖霊・社稷の霊力に頼って示していたが、宋代ではそのよう
な後ろ盾を必要とせずに、皇帝の権威でそれを行ったのである。国家体制が最も如実に表現される場として軍
事儀礼を正面から問い直し、儀式次第を丹念に分析し、軍礼の本質に迫ったその手腕は高く評価されてしか
るべきである。また、史料分析の能力とそれによる論理の組み立ても、十分に水準に達している。
本論文の特に優れた点をもう１点挙げれば、いわゆる「唐宋変革」の一側面を浮かび上がらせた点であろう。
従来の唐宋変革論では、皇帝権力の強大化が一つの重要な指針とされてきたが、この点を儀礼の研究によっ
て一歩掘り下げたといえるのである。唐前半期までの軍礼において、皇帝は昊天・祖霊・社稷の前では臣下と
同様にそれらにかしづく立場にあった。ところが、儀式からそうした要素が消えると、戦争の俘虜や狩猟の獲物
は皇帝本人に対して奉げられるようになり、相対的に皇帝が唯一絶対の権力者にならざるを得ない。こうした点
が、唐に比べて宋の皇帝権の上昇を表現したと考えられる。皇帝の権威や権力は、儀式を通じて具現されるも
のだからである。
ただし、以上のような長所があると同時に、本論文には今後解決されるべき問題もいくつか残される。たとえ
ば、① 軍事行動を起こすにあたって神的存在を祀るのは、「天罰」を下すための法的手続きなのか、それとも
軍事行動の正当性をアピールして「加護」を願う行為なのか、どちらととらえるべきか、あるいはその両面の意味
をもつ行為なのか、② 宋代になって対神儀礼が後退するというが、対神儀礼は本来「吉礼」にまとめられるも
のであるから、とすれば宋礼における吉礼と軍礼はどのような関係にあるのか、等々の問題である。
しかしながら、換言すれば、これらは提出者の指摘によってあらためて認識の表面に浮かび上がってきた問
題でもある。その意味で、これらは提出者自身の今後の課題とすべきであろう。そして、本論文によって指摘さ
れた点と、そこから展開されるであろう諸問題は、今後の学界に議論を呼び起こすことは間違いないといってよ
いであろう。
以上により、本論文は博士学位授与にふさわしいと判定するものである。
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